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今

鍵

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
今
日
で

ち
ょ
う
ど
二
ケ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

未
だ
に
大
勢
の
行
方
不
明
者
が
い

ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
が

避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
こ
宮

城
県
内
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

南
光
台
中
学
校
は
、
震
災
発
生

後
す
ぐ
に
体
育
館
・
武
道
館
が
避

難
所
に
な
り
、
部
活
動
を
な
か
な

か
で
き
な
い
長
い
春
休
み
を
過
ご

し
ま
し
た
。
し
か
し
僕
達
南
中
生

は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
仕
事
や
各
家
庭
で
の
片
付
け

や
買
い
出
し
、
給
水
な
ど
の
仕
事
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生
徒
代
表
の
言
葉

被
災
地
の
、
ま
だ
再
開
で
き
て
い

な
い
学
校
の
生
徒
の
気
持
ち
を
し

っ
か
り
考
え
、
一
生
懸
命
勉
強
や

部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
３
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
一
番
大
事
な
の
は

必
ず
宮
城
・
仙
台
は
復
興
す
る
、

必
ず
明
る
い
未
来
が
来
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。

僕
達
第
寿
期
生
徒
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
２
み
ん
な
で

壁
を
乗
り
越
え
ろ
と
で
す
。
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
に
は
『
団
結
・
結
束
』
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
｛
免

今
こ
そ
全
校
生
徒
、
先
生
方
、

南
光
台
小
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
団
結
す
る
と
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
、
こ
の
震
災
と

い
う
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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域
を
明
る
く
す
る
こ
と
。
そ
し
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
ヶ
月
が

経
過
し
た
５
月
川
日
、
防
犯
子
ど

も
を
守
ろ
う
デ
ー
と
、
グ
ッ
ド
モ

ー
ニ
ン
グ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
デ
ー

の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
南

光
台
中
学
校
の
校
庭
で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
ま
も
ら
い
だ
１
．
ま

も
り
’
な
．
い
じ
め
ん
だ
’
も
あ

い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
小
学
生
・
中

学
生
・
地
域
の
方
々
が
３
学
年
委

員
長
の
岡
田
嘉
奈
子
さ
ん
の
発
声

に
合
わ
せ
て
、
力
強
く
復
興
へ
の

ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

を
率
先
し
て
行
い
、
家
族
や
地
域

の
方
々
の
た
め
に
働
き
ま
し
た
。

、

学
校
再
開
後
も
度
重
な
る
余、

震
で
校
舎
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

現
在
で
は
使
用
で
き
な
い
教
室
な

ど
が
あ
り
、
不
便
な
学
校
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
下
校
の

際
も
、
地
面
の
ひ
び
割
れ
や
建
物

の
壁
の
破
損
な
ど
を
未
だ
に
多
く

目
に
し
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
が
使

え
な
く
な
っ
た
南
光
台
小
学
校
の

３
．
４
年
生
が
、
一
緒
に
校
舎
を

使
用
し
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
４
年
生
は
体
育
館
を
使
用

し
て
の
不
自
由
な
授
業
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
の
学
校
生
活
と

Ｅ
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５月21日土曜日に､南光台小学校は運動会を実施しました｡震災以来､全校児童が一

堂に介する行事は､今回が初めてです｡南光台小学校はこれまで､4カ所の施設をお借Ｉ
して学習を進めており､しかも校庭は運動会の2日前にやっと使えるようになったという状
況でしたので､種目に関しては｢子どもたちが楽しめて､ルールが易しいもの｣を選び､各
学年､かけっこと団体種目を行いました。

１年生と２年生は『玉入れ』です｡２年生はさらに難易度を高めるために､かごを回転さ
せました。

３年生と4年生は『綱引き』です｡２回戦で勝敗を決します｡力のこもった引き合いとなり
なかなか決着がつかず､見応えのある勝負でした。

５年生と6年生は､合同で『お猿のかごや』と組体操を行いました｡〔がんばろう南光台〕
のメッセージも送りました。

最後は､保護者の皆様,地域の皆様と子供たちが一緒になってジェンカを踊り､ジャン
ケンをして楽しみました｡はつらつとした子供たちの演技を通して､皆様が笑顔になり、
元気になっていただけたら幸いです。

練習場所の確保は一番の課題でしたが､お世話になっている各施設の皆様から多大
なるご支援をいただきました｡保護者の皆様からは､温かいご声援を賜り､無事運動会
を実施できました｡この場をお借りして深く感謝申し上げます。研究主任真壁淳一
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